
 

露の団姫（つゆのまるこ） 

 

活動分野 落語 

尼崎市在住 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な受賞暦 

2011年     第 6回繁昌亭大賞輝き賞（新人賞） 受賞 

2017年     第 54回なにわ芸術祭落語部門新人賞 受賞 

 

主な活動歴 

2005年 3月 高校卒業を機に初代・露の五郎兵衛の流れを組む露の団四郎へ入門。 

3年間の内弟子修行を経て主に古典落語・自作の仏教落語に取り組んでいる。 

2011年 11月 第 6回繁昌亭輝き賞（新人賞）を過去最年少で受賞。 

2011年 11月 天台宗で得度。 

2012年 4月 比叡山行院で四度加業を受け正式な天台僧となる。 

2014年 10月 尼崎市女性センター・トレピエにて落語と講演会を実施。 

2017年 1月 第 54回なにわ藝術際落語部門新人賞を受賞。 

2018年 10月 尼崎市立地域総合センター上ノ島にて落語と講演会を実施。 

2019年 11月 尼崎市内に道心寺の建立計画を発表。 

2021年 7月 新型コロナウイルスの影響による度重なる延期を乗り越え、尼崎市西長洲町に道心寺

を開山。人々の悩み相談や仏事を行っているほか、毎月 3日、13日、23日には寺院の

2階で縁日寄席を開催している。 

 

尼崎市では男女共同参画審議会委員を務めるほか、現在までに書籍を 10冊以上出版している。 

尼崎市を含め各地で落語と講演会を精力的に行っており、年間 250席以上の高座と仏教の PR を両立し

全国を奔走する異色の落語家として活動している。 

 


